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日本規格協会に関連することとしては、GHQの勧告により、 1S 0 Onternational 0 rganization for 
Standardization、1947年設立)加盟各国との情報交換などをふまえて、 1949年7月、工業標準化法が施
行され、戦前の日本標準規格(JapaneseEngineering Standards， ]ES)から新たな日本工業規格
(]apanese Industrial Standards，]IS)への切り替えと新しい]1 Sの制定およびその普及の事業が開始
された (8)。
一方、日科技連の関係では、 1949年9月から 11月には東京、同年 11月から翌年1月には大阪で、 G






(昭和 21)年5月、 CCSの産業担当責任者のコームス (G.D. Combs)に率いられた関係官が同社の真
空管工場を視察し、統計的品質管理を早急に導入するよう勧告したことが契機となった(10)。その







ところで、CCS講座は、主にトップ経営者を対象とするものであったが、その他に、MT P (Management 
Training Program)やTW1 (Training Wi thin Industry)などの人材育成システムも導入された。 MTP
は、もともと米極東空軍(FarEast Air Force)で働く日本人監督者を対象に開発された監督者訓練法
(Supervisory Training， ST)をモデJレとした、チャートとシートを使用する会議形式の訓練方法であり、
1950年以降、通産省によって推奨された。またTWIは、 J1 (]ob Instructiop)， J M (]ob Methods)， 
J R (Job Relations)によって構成される、現場の職長を育成するための手法で、 1948年末以降、 GHQ
を通じて労働省に紹介され、普及がはかられた。


























































fur lVirtschftl ichkei t， OKW)を設立していた。1950年に、新たにオーストリア生産性本部 (Osterreich
















た61年度までに、 393チー ム、 3，987名が派遣されている。その後、一部の例外を除き、経費自己負担と







































































































































(6) 日本能率協会内部資料 rpS Dj] (E1-26) 17頁による。

















(11) r追悼小野常雄J 編集委員会編『追悼小野常雄一経営革新一筋に挑んだ信念の人~ (1997年、非
売品)所収小林宏治「序文にかえてー小野さんとの出会いと思し、Jによる。
(12)ここでの日本生産性本部設立の経緯に関する叙述は、日本生産性本部編『生産性運動 10年の歩み』
(日本生産性本部、 1965年)23-35 ページ、同『生産性運動 30 年史~ (岡本部、 1965年)94-104ペー
ジ、通産省『通商産業政策史』第6巻 (1992年)384-397ベージ(沢井実氏執筆)などによる。
(13)寄永欣三郎「日本企業の経営管理の近代化ーアメリカの政府機関の活動を中心に一J(中央大学商
学研究会『商学論纂』第 36巻第3・4号、 1995年)、 94ペー ジ。
(1 4) 高木健次郎『西ヨーロッパにおける生産性向上運動~ (日本生産性本部、 1962年)40-41頁。
(1 5) 日本生産性本部『事業報告書~ 1955-65年度ロ
(1 6) 日本生産性本部『昭和 30 年度事業報告書~ 21頁。
(1 7) 日本生産性本部『昭和 35 年度事業報告書~ 1 -2頁。
(1 8) 日本生産性本部『事業報告書~ 1957-61年度。
(1 9) 日本生産性本部『事業報告書~ 1955~61 年度。
(20) 日本生産性本部『海外視察団はどのような成果を収めたか~ (岡本部、 1958年)。
【付記】本研究期間内に、明治大学社会科学研究所の出版助成によって、佐々木聡『科学的管理法の日本
的展開~ (有斐閣、 1998年 12月)を上梓することができた。ここで紹介できなかった詳細については、
同書もあわせて参照されたい。
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